
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２月２２日（土）西那須野図書館で初めて開催された

「ぬいぐるみおとまり会」で、読み聞かせボランティア

グループの「まほうのとびら」が、お話し会を行いまし

た。開始の時間が近づくとぬいぐるみを抱えた子ども達

が集まりだし、子ども達はぬいぐるみと一緒にお話し会

に参加しました。 

１つ目に披露したのは、「赤ずきんちゃん」のパネルシ

アターでした。可愛らしい絵人形が登場し、物語に合わ

せて動く絵人形を子ども達は集中して観ていました。 

 ２つ目に披露したのは、「桃太郎」のエプロン

シアターでした。エプロンを舞台に見立てて、

演じ手と読み手との息もピッタリに、ポケット

から桃や桃太郎、犬、猿、鳥、鬼と次々と人形

を出したり、貼りつけたりしながら物語を進め、

子ども達を楽しませました。 

最後に、絵本「わすれもの」の読み聞かせを

行いました。やさしいタッチで描かれた絵本の

ように、優しい口調で子ども達に絵本を読み、

温かい雰囲気でお話し会を終えました。 

お話し会が終わると、子
ども達はぬいぐるみを寝
かしつけて帰っていきま
した。最低３日間図書館に
お泊りし、お迎えの時にア
ルバムがプレゼントされ
るそうです。 

「まほうのとびは」は、

毎月第２・第４土曜日

の１４時から、西那須

野図書館のお話し室で

お話し会を行っていま

すので、ぜひ足を運ん

でみてください。 
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